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Abstract:Embankmel■ ts or levees of each paddy lot found in traditional agricultural landscapes have been focused as serlli¨natural

grassland habitats、A7ith high species richness.In case of Yats,da landscapes in hills,although there are several embankments or

levee types,secondary forest verges to paddy fields on 10wermost hillside― slopes are an important habitat not only for grassland

plants but for、 vell―nlanaged forest species. Vヽe researched floristic compositions of the verges in the Kitsurega、 va Hills, and

understood how the differences of upslope forest vegetation and geomorphologic properties affect the species composition. In

results,herbaceous vegetation of the verges consisted of several habitat― type plants such as specific species of forests and their

margins, 、vetlands and grasslands. Species composition Ⅵ ″as drastically different in between valley― head―domain verges and

crest―slope―domain ones.ヽ ハre concluded forest verges to paddy fields in hills、rere strongly influenced by upslope forest vegetation,

and furthermore by periodic l■ owingi these could make species richness high.
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1. は じめに

水田の畦畔草地は,刈 取りなどの農作業による継続管理により,

絶滅危惧植物を含む多様な草原生植物が生育する半自然草原とし

て注目されており1), とくに水田の基盤整備や管理程度と関連付

けた多くの研究が行われてきた2)3)4)5)。

大窪ら2)は
,畦 畔草地を 「畦」と 「採草地 ・法面」の2タ イプ

に分類し,前 者に比べ後者に多様性指数の高い群落が見られるこ

とを明らかにしているが, ここでは田面間の法面も二次林に続く

法面も共に 「採草地 0法面」として扱っている。 しかし, この2

つの法面は,明 らかに立地が異なる。丘陵地に注目すると,谷 津

田に接する二次林の法面,す なわち下部谷壁斜面6)の下端 (以下,

谷壁斜面端と呼ぶ)は ,特 異な畦畔法面として捉えられる。刈取

りや火入れなど定期的な人為攪乱を受ける点については田面間の

法面と同様であるが,谷 壁斜面端は,適 湿から過湿への環境移行

帯にあり,急 傾斜で頻繁に表土移動が起こる自然的攪乱も多い立

地である7)。そのため,他 の畦畔法面と比較して植物種多様性の

高い場所であることが示されている8)。また,谷 壁斜面端は,元

来,樹 林地あるいは林縁にあたる場所であることから,草 原生や

湿地生の植物種だけではない,多 様な種組成を持つと予測される。

Kitazawaら 8)ぉょび大久保 ら9)が指摘するように丘陵地が谷

津田と接する谷壁斜面端は,単 に草原生植物の生育地として捉え

られるばかりではなく,丘 陵地の植物種多様性を維持 0保全する

うえで重要な立地と考えられるが, この立地の植物種多様性や種

組成を精査した例は少ない。そこで本研究では,定 期的に管理が

行われている谷壁斜面端の植生に注目し,そ の種多様性や種組成

を把握するとともに,谷 壁斜面端の植物相が丘陵斜面上部の二次

林植生の影響をどの程度受けるのか,に ついて明らかにすること

を目的とした。

2.調 査地および調査内容

(1)調 査地の設定

喜連川丘陵南東部は,標高 130～170mの なだらかな丘陵地であ

る。この丘陵地にある1つの一次流域 (栃木県芳賀郡市貝町 :Jヒ

緯 36°3デ,東 経 140°7)を 調査対象地とした。畦畔や水路は昔な

がらの手作業による管理がなされている。谷津田を囲む丘陵斜面

は尾根付近にアカマツの生育するコナラ・クリ等の落葉広葉樹二

次林,一 部がスギ ・ヒノキの植林になっている。

丘陵地における落葉広葉樹二次林の種組成は微地形と対応して

おり, とくに頂部斜面や上部谷壁斜面と,谷 頭凹地や谷頭平底で

大きく異なる9)。そこで,本 研究の目的の一つである,谷 壁斜面

端の上部にある二次林植生の違いが谷壁斜面端の種組成に及ぼす

影響を明らかにするために,尾 根型斜面が卓越する場所と谷型斜

面が卓越する場所の2つを選定した。手順として,対 象とする一

次流域において,国 土地理院撮影の約 1:8000の カラー空中写真

(1974年撮影)を 基に亜小地形区分。と相観植生区分を行ったう

えで,落 葉広葉樹林の広がる支尾根の頂部斜面から連なる部分

(A調 査地)と ,支 谷の谷頭凹地から連なる部分 (B調 査地)を

選定 した。いずれも北東向き斜面で,両 者は水平距離で 50m程

度離れている。両調査地とも,丘 陵斜面と谷津田の間に土水路

(幅約 30cm)を はさむ。両調査地周辺の谷津田は耕作されてお

り,そ れにともない谷壁斜面端は,田 面の日照を確保するため耕

作水田に沿って幅約 1～5mの 帯状に刈取りが行われている。A

調査地 (以下,A)の 谷壁斜面端は年 1回春に, B調査地 (以下,

B)の 谷壁斜面端は春と夏の年 2回刈取りが行われている (地元

農家への聞き取りによる)。

(2)調 査内容および解析手法

現地調査は2002年 4月から2003年 10月の間に6回,計 10日

間実施した。Aで は尾根線に, Bで は谷線に沿ってそれぞれ 1本

のラインを設置した。このラインに沿って,谷 壁斜面端調査地内

は20cmご とに,そ の上部から主尾根まではlmご との傾斜角を

記録 し,地 形断面の測量を行った。

谷壁斜面端の植生調査は,調 査地域に接する畦とほぼ同等の高
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図-1 各 調査地の地形および土壌断面図

さから上部に,lXlmの コドラートを設置した。コドラートは,   谷 壁斜面と続く地形配列である。Aと 比較 して,下 部谷壁斜面の

上記ラインを中心に,下 部谷壁斜面の水平断面型が変化するまで  長 さは短く,1.5m程 である。谷壁斜面端の土壌は, Aに 比べて

lmお きに設けた。そのためAで は10個, Bに は9個のコドラー  腐 植に富むローム層が表面から約 20cmと厚く,明 らかな帯水層

卜となった。さらに,谷 壁斜面端の植生と比較するため,上 部斜   で ある砂礫層は70cm程度の深さにある。上部斜面の谷頭平底で

面に位置する二次林内に10X10mの コドラートをA, B両 調査   は ,ち 密度の低い腐植に富んだ火山灰ローム層が深さ80cm位 ま

地に1個ずつ設置した。このコドラートは,上 記ラインを中心に   で を覆っており,全 体に湿った状態にある。下部谷壁斜面に近い

下部谷壁斜面上端の遷急線から上部に設置した。谷壁斜面端は  場 所では,そ の直下にグライ化した砂質の火山灰ロームが見られ

2002年の春と秋の2回,上 部の二次林は2003年の春と晩夏の2   る 。谷壁斜面端のコドラート内の傾斜は平均 53度,上 部二次林

回,植 物社会学的植生調査を行った。谷壁斜面端に設置したAと   の 傾斜は平均 5度で, コナラ,エ ゴノキを中心にウリカエデ,ア

Bあ わせて 19個の 1×lmコ ドラートで得られた植生データをも   オ ハダ,ヤ マウルシの目立つ林で,植 林によるスギ2本が認めら

とに, TWINSPANDを 用いて類型化を行った。分類の際に各   れ た。

出現種の被度階級を用いて, 6段階に区切って解析した。調査は   (2)植 生調査

各コドラートで春と夏の2回行ったが,各 出現種の被度は2時期   (i)上 部二次林 :二次林に設けた 10×10mコ ドラートの出現

の調査で大きい方を採用し, 2回 の調査結果を1つにまとめて解   種 は,Aは 69種, Bは 58種であった。生育立地タイプ別では両

析した。また,谷 壁斜面端と二次林に出現した全種を,「改訂版   コ ドラートとも樹林生の種が大半を占め,畑 地 ・路傍に生育する

日本植生便覧」Dお よび 「とちぎの植物 I」Dを 参考に,現 地周  種 は出現しなかった。生育立地タイプの割合は2調査地間で異な

辺での分布状況も考慮して,樹 林生,林 縁生,草 原生,湿 地生, り,上 部谷壁斜面に位置するAで は樹林生が突出しているが,谷

畑地 ・路傍の5つの生育立地タイプ別に分類し,各 タイプの割合   頭 平底に位置するBで は湿地生の種の割合がAと 比べ多い結果と

を谷壁斜面端と二次林について求め, 2調査地間の比較を行った。   な った (表-1)。

同様に,全 種を生活形 (体眠型)の タイプ別に分類した。 (五)谷 壁斜面端域 :A, Bの 谷壁斜面端に設置したコドラート

その他に,各 調査地の土壌断面調査を行った。設置したライン   19個 分 (19m2)に出現した種は137種であった。各コドラート

上付近の谷壁斜面端 lヵ所と,そ の上部二次林内に設置したコド   の 植被率の平均は,A, Bと もに約 73%と同程度であった。Aの

ラー トの上部, 中部,下 部の 3カ 所で,検 土杖を用いて深さ  谷 壁斜面端に設置したコドラート10個 (10ピ)の 出現種は89種

90cmま で断面記載を行った。

3.結 果

(1)調 査地の立地特性

2つの調査地における地形 ・土壌断面と,微 地形区分の配列状

況を図-1に 示す。Aは ,谷 壁斜面端のコドラート内の傾斜が平

均 50度,上 部に位置する二次林のコドラート内の傾斜は平均 24

度であった。設置したラインに沿って,頂 部斜面,上 部谷壁斜面,

谷壁斜面端を含む下部谷壁斜面と続く微地形配列で,下 部谷壁斜

面の斜面長は9mと 長い。土壌については,谷 壁斜面端では,表

面から10cmほ どは腐植に富む過湿な火山灰ローム層に覆われて

おり, その下 40～50cmく らいまでは粘土質の火山灰ローム層,

それ以下は過湿な砂礫層であった。この砂礫層は対象地域の帯水

層となっている。また上部谷壁斜面は,地 下 90cmま ですべて火

山灰ローム層で覆われており,表 層 20cm位 までは腐植に富んで

いる。上部谷壁斜面に設置した二次林の植生調査区は, クリやコ

ナラを中心にリョウブやネジキ, コシアブラの多い落葉広葉樹林

である。
一方Bは ,頂 部斜面,谷 頭急斜面,谷 頭凹地,谷 頭平底,下 部
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で, Bの 谷壁斜面端に設置したコドラート9個 (9m2)に 出現し

た種は109種であった。Aの コドラートを単位とした総出現種数

の平均は約 29種, Bは 約 37種であった (図-2)。 谷壁斜面端

で得られた個々のコドラー トの種組成データをTWINSPANに

よって分類したところ,Aと Bの 各谷壁斜面端域が,分 割の第 1

段階で明確に区分される結果となった (表-2)。 Aは ハリガネ

ワラビを区分種として, ミヤマカンスゲ, フキ,モ ミジイチゴ,

ヌルデ, ミゾソバ,セ リ,ア キノウナギツカミ等で特徴づけられ,

湿地生の植物種が目立つ結果となった。Bは ニガナ,イ ヌシダ,

ガマズミ,ヤ マカモジグサ,オ オバギボウシ,ス ギ,サ ル トリイ

表-1 2つ の調査地における生育立地タイプ別の総出現種数

面 積

(m2)
樹林生 林縁生 草原生 湿地生

り

∬営  不
明  合 計

A調 査地

樹林地

谷壁斜面端

B調 査地

樹林地

谷壁斜面端

樹林地合計    200  59  13  12   5

100     34     12      7      5

9     38     22     27     18

下″

谷壁斜面端合計   19  42  27  33  27
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表-2 TWINSPANに よる谷壁斜面端コドラー トと種の分類

生活型舞裏オ
地

AAAAAAAAAA BBBBBBBB

調査地内通し番号 9876052143 748653210

□A調 査地谷壁斜面端 (N=10)

■ B調 査地谷壁斜面端 (N=9)

総種数   llI林 生   林 縁生   草 原生   湿 地生  畑 地,路傍

生育立地タイプ

図-2 谷 壁斜面端におけるコドラー ト単位の総出現種数と

生育立地タイプ別出現種数

□A調 査地谷壁斜面端 (N=10)

■B調査地谷壁斜面端 (N=9)

]・2年 草 水湿植物     多 年草

生活形

木本植物

図-3 谷 壁斜面端におけるコ ドラー ト単位の生活形別出現種数

(1・2年 草 :Th,水 湿植物 :HH,多 年草 :Gと Hと Ch,木 本植物 :Nと Mと MM)

の植物種についてのみで,B調 査地に有意に多いという結果になっ

た。なお,同 様に生活形別の出現種数を比較 したところ,1・ 2

年草,水 湿植物についてはAB間 に有意差は認められず,多 年草

と木本植物は, B調 査地に有意に多い結果となった (図-3)。

なお,両 調査地に出現した137種のうち,多 年草および木本種

の実生や幼樹は128種,102年 草は9種 でそのうち2種 は帰化

植物Юであった。

(面)谷 壁斜面端と上部二次林の共通種 :A, Bの 谷壁斜面端と

上部二次林との共通種について,生 育立地タイプ別に種名を示し

たのが,表 -3で ある。Aで は,上 部二次林に出現した69種の

表-3 樹 林地と谷壁斜面端に共通した生育立地タイプ別種群

生育立地タイプ  種 名

A・動 蚕函西亜こ共通した種

樹林生(8種)   コ ナラ,クリ,エゴノキ,ウリカエデ,ヤマウルシ,ヤマツツプ,力
'マ
ズミ,チヨ

・ユリ

林形k生(6和国)   フ シ
・
,ミツハ

'ア
ケヒ

t,ニ
カ
・
イチコ

',コ
チチ

'ミ
サ
・
サ,ヤマノイモ,オニドコロ

草原/L(3種)   ア ス
・
マネサ

・
サ,ノタ

・
ケ,セ

・
ンマイ

湿地生(1種) コ バキ
・
ボウシ

A調査地のみで共通した種

樹林生(5種)   レ ンク
'ツ
ツプ,コアシ

'サ
イ,タカ

・
ネソウ,ヒカケ

゛
スグ,ハリカ

'ネ
フラヒ

'

林縁生(0種)

草原生(3種)   アキノキリンソウ,ツリカ
・
ネニンシ

'ン
,コハ

'ノ
カモメカレ

湿地生(0種)

B調査地のみで共通した種

樹林生(11種)   スギ,ウワミス
'サ'ク

ラ,カマツカ,マユミ,ムラサキシキプ,オトコヨウソ
'メ
,サフフタ

キ
',ヘ

ビノネコ
'サ',ヤマン

'ノ
ホトトキ

・
ス,キハ

・
ナアキキ

'り
,シオテ

｀

羽琳衆生(4穐D    ツ ルウメモドキ,サルトリイハ
・
ラ,スイカス

・
ラ,ノササケ

・

葦朝京/■(4稲D    クサホ
.ケ
,ノカンソ

'ウ
,チタ

'ケ
サシ,タチツホ

'ス
ミレ
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',シ

ケシタ
゛
,ヒメシタ

゛
,ホソハ

'シ
ケシタ

'
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バラ, トボシガラ等で特徴づけられ,生 育立地タイプは草原 ・湿

地 ・樹林 0林縁生と様々であった。

次にA・ B両 地域ごとの生育立地タイプ別の種祖成をみると,

Aで は,不 明 2種 を除くと,樹 林生 20種,林 縁生 19種,草 原生

23種,湿 地生 21種 とほぼ同程度ずつ出現しており,畑 地 ・路傍

等に生育する種は4種 を数えるのみであった。一方Bで は,樹 林

生 38種,林 縁生 22種,草 原生 27種,湿 地生 18種,畑 地 ・路傍

生は4種で,樹 林生の種がやや突出しており,草 原生の種もやや

多い数字となった。ただし,A・ Bの コドラート数に違いがある

ため, コドラートを単位とした生育立地タイプ別の平均種数を比

較した (図-2)と ころ,AB間 で有意差があったのは,樹 林生
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エラーバーは標準偏差
**IPく 001餌 an■‐Whitncyの び検定)

*IPく 0・05

NSI有 意差なし

エラーバーは標準偏差
**IPく0.01(Mann_Whitnりのυ検定)

*:Pく 0,05

NS:有 意差なし



うち,谷 壁斜面端に出現した種は26種で,約 38%が共通した。

A調 査地のみで共通に出現した種は樹林生 5種 と草原生 3種であっ

た。Bで は,樹 林地に出現した58種のうちの41種,約 71%が谷

壁斜面端に出現した。Bの みでの共通種は,樹 林生 11種,林 縁

生 4種 ,草 原生 4種,湿 地生 4種 であった。

4.考 察

今回,喜 連川丘陵における谷壁斜面端の植生構造を調査した結

果,次 のような特徴が明らかになった。

(1)谷 壁斜面端の植生について

(i)種 の豊富さ :Aと Bの 谷壁斜面端に設置した1×lllnコド

ラート19個の平均出現種数は33種で,基 盤整備の行われていな

い伝統的な畦畔草地の平均種数
2)5)と

同様の結果が得られた。今

回は調査区数が 19個 と少ないうえ,田 面間の法面は未調査であ

るため,谷 壁斜面端の出現種の特徴を明らかにすることができな

かった。今後の継続調査および田面間の法面の調査が必要である。

また,出 現総種数 137種の 99%が 在来種で,帰 化種は1%という

結果から,定 期的に刈取りの行われている伝統的畦畔の一型であ

る谷壁斜面端は,帰 化植物の少ない在来種の優占する立地である

といえよう。

なお,A調 査地の 1×lmコ ドラート10個の平均出現種数は

29種, Bで は9個 の平均が37種 と両地点で差があった。後述す

るように,両 調査地の微地形構造の差によるところが大きいと思

われるが, Bに 多年草が有意に多かったことから,A, Bの 刈取

り回数の差も要因の一つとして考えられる。

(五)種 組成について :畦畔法面として年 1, 2回 の継続的な刈

取りが行われているため,草 原生植物が数多く生育すると予測さ

れたが,ABの 斜面端 19ピに出現 した 137種のうち,樹 林生が

42種,林 縁生が 27種,草 原生が 33,湿 地生 27種,畑 地 ・路傍

に生育する種が6種 ,不 明が2種記録された。畑地 ・路傍種,不

明種を除き,や や樹林生の種が多いが,ほ ぼ同等の高い割合で様々

な立地に生育する植物種が出現した。樹林生の種が多く出現した

のは,林 縁生の種の出現も含め,谷 壁斜面端が本来二次林域に位

置しており,上 部斜面の植生の影響を受けるためと考えられる。

草原生の種については,刈 取りによる継続的な植生管理が行われ

てきたことが要因になっていると思われる。湿地生の種について

は,谷 壁斜面端が,谷 底低地の水湿地と隣接する植生推移帯とし

ての性格を持つ立地であるからといえよう。

(2)谷 壁斜面端の植生と上部二次林の関係について

AB各 々の谷壁斜面端と上部二次林に出現した共通種 (表-3)

を比較すると,Aで は二次林の出現種 69種中,谷 壁斜面端に出

現したのは26種で約 38%, Bで は二次林の58種中,谷 壁斜面端

に出現 したのは41種 で約 71%となり,丘 陵斜面の植生が,直 下

の谷壁斜面端の植生に影響を及ぼしているといえるだろう。しか

し,Aと Bで はその影響に大きな差がみられる。相違をもたらし

た原因には,次 のようなことが考えられる。

同一の一次流域の開析谷に位置し,斜 面方位を同じくする距離

的にも近い2ヵ所の谷壁斜面端であるにもかかわらず,そ れに続

く丘陵斜面上部の二次林の種組成や植生からの影響に差があった

のは,Aは 支尾根系列に位置し, Bは 支谷系列に位置するという

微地形条件の違いによる。

Aで は下部谷壁斜面が長 く,谷 壁斜面端から上部谷壁斜面に位

置する二次林調査地下端までの距離が9mと 長い。Bで は,そ の

1/6の 1.5mで短い。そのため, Bは Aに 比 して上部二次林から

の種子の供給を受けやすいと考えられる。また,Aは ,上 部およ

び下部谷壁斜面ともに有機質土層が薄いことから推察されるよう

に,侵 食の卓越する斜面である。一方Bは ,谷 壁斜面端の上部は

谷頭平底で,土 壌断面からわかるように下部谷壁斜面にも崩積性
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の土壌が厚 く積 もってお り,上 部の二次林調査地の位置す る谷頭

平底 と土壌構成が似ている。そのため上部の二次林 と谷壁斜面端

の生育環境が似かより,斜 面上部か ら供給 される種子がAと 比べ

て堆積 しやす く,生 育 もしやすい状態 にある。

(3)ま とめ

ABの 谷壁斜面端の種数や種組成の違 いや上部二次林 との共通

種 の差 は,各 々の微地形条件,上 部二次林か らの種子供給,刈 取

り回数 の差など, さ まざまな要因が複雑 に重 なってお り,原 因を

特定す ることはできないが,生 育立地の多様性を包含す る谷壁斜

面端の植物種多様性を保つ うえで,上 部斜面の形状 と二次林植生

か らの種 の供給 は大 きな意味を持つ と考え られる。今後 さらに,

方位や上部 の微地形や植生の異 なる谷壁斜面端の比較調査を積み

重ねる必要がある。
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